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そもそも
「無形資産」が何か
明確にわかっていないよ…



第１部の目標
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• 「無形資産」とは何か、「無形資産」活用の重要性
を知っていただくこと

• 「無形資産」活用を具体的に検討しようと思っていただくこと

• 「無形資産」活用に関する相談先
を知っていただくこと



自己紹介
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• 千葉生まれ・千葉育ちの38歳

• 知財業界16年目（特許庁14年・弁理士2年）

特許庁では特許審査官として審査業務に従事

• 2022年6月開業＠佐賀

地域密着型の事務所として活動中



目次
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１．ビジネスにおける知財・無形資産の重要性
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1. ビジネスにおける知財・無形資産の重要性
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そもそも
「無形資産」とは？



8
【出典】経済成長の源泉となる無形 資産投資の拡大の必要性

•「無形資産投資とは、知識・技術や人的資本などの「見えない
資産」への投資のことであり、革新的資産投資（研究開発投資
等）、情報化資産投資（ソフトウェア投資等）、経済的競争力
投資（人材投資、経営組織改革投資等）から構成される。」

https://www.esri.cao.go.jp/jp/esri/esr/esr_report/esr_037/esr_037_f.pdf


9
【左図出典】中小企業のためのデザイン経営ハンドブック2（特許庁）

https://www.jpo.go.jp/introduction/soshiki/design_keiei/chusho_2.html


10

「無形資産」は
ビジネスにおいて
どう重要なの？



11【出典】運営方針で衝突？ カリスマ去り、成長に不透明感も（産経新聞）



売上に寄与する要素
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【参考】確率思考の戦略論（森岡毅）

売上 ＝ 認知度 ×好意度 ×配荷率

ブランド・価格・製品パフォーマンス



売上に寄与する要素
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【参考】確率思考の戦略論（森岡毅）

売上 ＝ 認知度 ×好意度 ×配荷率

ブランド・価格・製品パフォーマンス



商品名：

〇〇〇〇
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好意度を上げるには？

新規性のある

技術

ブランド名

特徴的な

デザイン
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（一部の）競合相手の考え

売れてるから

真似しよう！

商品名：

〇〇〇〇

新規性のある

技術

ブランド名

特徴的な

デザイン



意匠権

特許権

商標権
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真似されないために
※適時の権利取得も知財戦略の一つ

商品名：

〇〇〇〇

新規性のある

技術

ブランド名

特徴的な

デザイン



意匠権

特許権

商標権

商品名：

17【画像出典】ITOKI Product Catalog

具体例

天板昇降技術

ブランド名

特徴的な

デザイン

特開2024-006346

意匠登録1736598

商標登録6659219

https://catalog.itoki.jp/series/ShowSeriesSection1.action?seriesCode=2425
https://www.j-platpat.inpit.go.jp/c1801/PU/JP-2024-006346/11/ja
https://www.j-platpat.inpit.go.jp/c1801/DE/JP-2022-013325/30/ja
https://www.j-platpat.inpit.go.jp/c1801/TR/JP-2022-085418/40/ja


知的財産権取得のメリット

独占可能
誰かが勝手にマネした場合、差し止め・損害賠償の請求が可能

18【画像出典】知財3大メリット（特許庁）



売上に寄与する要素

19
【参考】確率思考の戦略論（森岡毅）

売上 ＝ 認知度 ×好意度 ×配荷率

ブランド・価格・製品パフォーマンス
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【出典】中小企業のためのデザイン経営ハンドブック2（特許庁）

https://www.jpo.go.jp/introduction/soshiki/design_keiei/chusho_2.html


売上に寄与する要素

21
【参考】確率思考の戦略論（森岡毅）

売上 ＝ 認知度 ×好意度 ×配荷率

ブランド・価格・製品パフォーマンス• 営業秘密
• 顧客ネットワーク
• ロゴ・商品名



売上に寄与する要素
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【参考】確率思考の戦略論（森岡毅）

売上 ＝ 認知度 ×好意度 ×配荷率

ブランド・価格・製品パフォーマンス

• 営業秘密
• 信用・評判
• 経営理念



23【出典】知っておきたい営業秘密

https://www.meti.go.jp/policy/economy/chizai/chiteki/pdf/shitteokitai_eigyohimitsu.pdf


24【出典】知っておきたい営業秘密

https://www.meti.go.jp/policy/economy/chizai/chiteki/pdf/shitteokitai_eigyohimitsu.pdf


まとめ

• 「無形資産」は、知識・技術や人的資本などの「見えない資産」

• 営業秘密や顧客ネットワーク等も「無形資産」

• 「無形資産」は、皆様のビジネスと密接に関係している

25



26

2. 日本企業における知財・無形資産活用の現状
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「無形資産」の活用って
進んでいるの？
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【出典】企業価値向上に資する知的財産活用事例集（特許庁）

https://www.jpo.go.jp/support/example/chizai_senryaku_2022.html
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【出典】企業価値向上に資する知的財産活用事例集（特許庁）

https://www.jpo.go.jp/support/example/chizai_senryaku_2022.html
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【出典】知財・無形資産の投資・活用戦略の開示及びガバナンスに関するガイドライン（内閣府）

https://www.kantei.go.jp/jp/singi/titeki2/tyousakai/tousi_kentokai/governance_guideline_v2.html
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【出典】知財・無形資産の投資・活用戦略の開示及びガバナンスに関するガイドライン（内閣府）

https://www.kantei.go.jp/jp/singi/titeki2/tyousakai/tousi_kentokai/governance_guideline_v2.html
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【出典】知財・無形資産の投資・活用戦略の開示及びガバナンスに関するガイドライン（内閣府）

https://www.kantei.go.jp/jp/singi/titeki2/tyousakai/tousi_kentokai/governance_guideline_v2.html


33
【出典】知財・無形資産の投資・活用戦略の開示及びガバナンスに関するガイドライン（内閣府）

https://www.kantei.go.jp/jp/singi/titeki2/tyousakai/tousi_kentokai/governance_guideline_v2.html


コーポレートガバナンス・コードとは

• 「コーポレートガバナンス・コードとは、上場企業が行う企業統治（コー
ポレートガバナンス）においてガイドラインとして参照すべき原則・指針
を示したものです。「Corporate Governance」の頭文字を取ってCGコー
ドと略す場合もあります。この原則・指針によって、企業が透明性を保ち、
適切に企業統治に取り組んでいるかどうか、外部からでも明確に分かるよ
うになります。日本では2015年に策定され、2018年に1回目の改訂。その
後コロナ禍を契機に、企業がガバナンスの諸問題にスピード感を持って対
応するため、2021年に2回目の改訂がなされました。」

34
【出典】コーポレートガバナンス・コード（NRIグループ）

https://www.nri.com/jp/knowledge/glossary/lst/ka/corporate_gov
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【出典】知財・無形資産の投資・活用戦略の開示及びガバナンスに関するガイドライン（内閣府）

https://www.kantei.go.jp/jp/singi/titeki2/tyousakai/tousi_kentokai/governance_guideline_v2.html
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【出典】知財・無形資産の投資・活用戦略の開示及びガバナンスに関するガイドライン（内閣府）

https://www.kantei.go.jp/jp/singi/titeki2/tyousakai/tousi_kentokai/governance_guideline_v2.html


まとめ

• 企業価値における「無形資産」の重要性は認識されつつある

•実際に「無形資産」の活用が進んでいるかは…

37
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3. 知財・無形資産活用に向けて
～ デザイン経営を例にして ～
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「無形資産」の活用って
具体的に何をすればいいの？



売上に寄与する要素

40
【参考】確率思考の戦略論（森岡毅）

売上 ＝ 認知度 ×好意度 ×配荷率

ブランド・価格・製品パフォーマンス
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【出典】中小企業のためのデザイン経営ハンドブック2（特許庁）

デザイン経営
徹底して「人間」に向き合い、企業の持続力を高める経営

https://www.jpo.go.jp/introduction/soshiki/design_keiei/chusho_2.html
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【出典】中小企業のためのデザイン経営ハンドブック2（特許庁）

https://www.jpo.go.jp/introduction/soshiki/design_keiei/chusho_2.html
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【出典】中小企業のためのデザイン経営ハンドブック2（特許庁）

https://www.jpo.go.jp/introduction/soshiki/design_keiei/chusho_2.html


44【出典】中小企業のためのデザイン経営ハンドブック2（特許庁）

https://www.jpo.go.jp/introduction/soshiki/design_keiei/chusho_2.html
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【出典】中小企業のためのデザイン経営ハンドブック2（特許庁）

デザイン経営の効果

https://www.jpo.go.jp/introduction/soshiki/design_keiei/chusho_2.html


事例１：鹿児島県日置市 株式会社 梅月堂

46
【画像出典】中小企業のためのデザイン経営ハンドブック2（特許庁）

https://www.jpo.go.jp/introduction/soshiki/design_keiei/chusho_2.html


販路を広げたい。
そのためには、どうしても「値上げ」が必要だった。

• 最初の頃は、売上個数を増やそうと自分で手売りに出たこともありましたが、どれだけがんばって
も貢献は微々たるもの。抜本的に伸ばしていくためには百貨店などへ販路を広げていかなくてはな
らない。そのためには送料や手数料がかかるため値上げが必須だったのです。

• 当社のような小さな会社は1個1個の売価が将来を決めます。今までのお客様のことを考えれば心苦
しいですし、まわりも反対しましたが、これしか道がなかったというのが正直なところでした。

• この時、商品のパッケージも併せて変更しました。単に値上げするのではなく、これだけ手間をか
けて丁寧にいい素材を使って作っているという、商品の持つ価値をもっと伝えていく必要があると
考えたからです。

• しかし、ここで失敗をしました。パッケージを今風にガラっと変えたことで、これまでのお客様ま
でが前の商品と違うのかなと感じられたようで、ますます売れなくなってしまったんです。そんな
時、地元経営者の会合で、あるデザイナーさんとの出会いがありました。

47
【画像出典】中小企業のためのデザイン経営ハンドブック2（特許庁）

https://www.jpo.go.jp/introduction/soshiki/design_keiei/chusho_2.html


今風のパッケージをつくったのに、失敗？

• 当時、販路開拓のためにさまざまなところを回っているなかで、とある人気セレクトショップから

「デザインが整理されていない」という理由で断られるという経験をしました。せっかくパッケー

ジまで変更したのにと悩んでいたところに、デザイナーさんから新しいものを作るのではなく「梅

月堂の良さを残して、整理する」ことが大事だと言われ、その日の夜中にはぜひデザインをお願い

したいとメールをしていました(笑)。

• 二人で倉庫のなかをひっくり返し、古いパッケージやロゴ・マークなどを発掘。そこに込められて

いた意味や想いを探る行程は、単に新しいパッケージにつながったというだけでなく、梅月堂らし

さと向きあう大きなきっかけになりました。無事、前回断られたセレクトショップにも取り扱って

いただくことができ、その後は首都圏の百貨店、婦人画報のお取り寄せサイトなど販路がどんどん

と広がっていきました。

48
【画像出典】中小企業のためのデザイン経営ハンドブック2（特許庁）

https://www.jpo.go.jp/introduction/soshiki/design_keiei/chusho_2.html


ビジョン・ミッション・クレドは、
「梅月堂がやるべきことか？」の判断基準。

• 4代目となって10年目のタイミングで、これまでの振り返りも含めてビジョン・ミッションを言語化しました。

中川政七商店さんにコンサルティングしていただきながらでしたが、1年かかりましたね。それこそ自分が生ま

れた時のことからすべてを棚卸しました。軸になったのは、はじめて中川さんとお話をしたときに「梅月堂さ

んの企業文化は、先祖代々のまじめさと発明だと思います」とおっしゃっていただいたこと。ハッとしました

ね。それを自分らしく解釈することで今につながっていると思います。

• 小さな会社が、時間とコストをかけてビジョンやミッションを掘り起こして言語化することが必要か、と思わ

れる方もいるかもしれませんが、これは経営者にとっての判断基準になるものです。日々新しい問題が起き、

課題がでてくるなか、その決断は「梅月堂がやるべきことなのか」を取捨選択していく際の拠り所になります。

そして、作ったあとにどう隅々まで浸透させていくかも重要です。社員とは、ビジョン・ミッションを達成す

るための「クレド（梅月堂の価値観・行動規範）」を日々共有するようにしています。なにか注意するときな

ども「クレドにあるじゃないか」というふうに一つひとつ紐づけて理由を説明するようにしています。最近で

は、社員が言い訳に「クレド」を入れ込んでくることも（笑）。今は頭で考える過程にクレドが浸透してきた

段階ですが、徐々に行動や形に反映していけたらと思っています。

• これから変革をめざす皆さんには、小さな会社だからこそ社長自らが自信を持って、どんな会社にしたいのか、

どんな好循環を生み出したいのか、ビジョン・ミッションの掘り起こしと言語化からぜひ始めてほしいですね。
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【画像出典】中小企業のためのデザイン経営ハンドブック2（特許庁）

https://www.jpo.go.jp/introduction/soshiki/design_keiei/chusho_2.html
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【出典】梅月堂HPの採用案内ページ

http://yunomoto-baigetsudou.com/recruit/
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【出典】梅月堂HPの採用案内ページ

梅月堂の特徴

http://yunomoto-baigetsudou.com/recruit/
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【画像出典】中小企業のためのデザイン経営ハンドブック2（特許庁）

https://www.jpo.go.jp/introduction/soshiki/design_keiei/chusho_2.html
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【画像出典】中小企業のためのデザイン経営ハンドブック2（特許庁）

https://www.jpo.go.jp/introduction/soshiki/design_keiei/chusho_2.html
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【出典】梅月堂HPの商品（ラムドラ）ページ

http://yunomoto-baigetsudou.com/recruit/


事例２：福岡県太宰府市 東洋ステンレス研磨工業株式会社
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【画像出典】中小企業のためのデザイン経営ハンドブック2（特許庁）

https://www.jpo.go.jp/introduction/soshiki/design_keiei/chusho_2.html


知的資産経営セミナーへの参加をきっかけに、
社員と向きあう。

• ・・・

• その頃に声をかけていただいて参加したのが、福岡県中小企業団体中央会が主催する知的資産経営

支援事業「ちからの経営」で、そこでは、自社に固有の価値の徹底的な棚卸しに取り組みました。

着目点こそ違いますが、今の「デザイン経営」の考え方に通じるものがありましたね。当時部長

だった私と社員数名で、企業の成り立ち、実績、技術など、すべてを洗い出すセッションをとにか

く繰り返しました。当時、複数の市場に参入を図っていくなかで、隣の社員が「何をつくっている

のかわからない」という状況ができてしまっていました。お互いに技術やコツを教えあうこともな

い。これはどうにかしなくてはいけないという問題意識が私のなかにありました。そのようなタイ

ミングで「ちからの経営」で指導をいただき何より良かったことは、社員とじっくり向き合えたこ

とです。自分たちの強みはなにか、お客さまが依頼してくれるのはなぜか、自分たちは社会に何を

提供できているのか。この時一緒に議論し、想い悩んだ社員は、現在全員が会社の幹部になってく

れています。
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【画像出典】中小企業のためのデザイン経営ハンドブック2（特許庁）

https://www.jpo.go.jp/introduction/soshiki/design_keiei/chusho_2.html


私たちの仕事は研磨することではなく、
金属に価値をもたらすこと。

• こうしてたどりついたのが、お客さまや社会が私たちに求めていることは、研磨ではなく金属とい

う素材の価値を高めること、というまさに創業当時の原点ともいえるものでした。研磨はあくまで

「手段」。高い技術と経験をもとに金属に価値を吹き込んでいきたい、そんな想いにたどりついた

時に「金属化粧師」（商標登録第5422882号）というフレーズが生まれました。

• それからは、入社して3か月経った社員は全員「金属化粧師」を名乗っています。変わったのは、

まず社員に自信がついたこと。この言葉を積極的に発信していくうちにマスコミに取り上げられる

機会も増え、そうなるとやはり自分ごとになってうれしいんですよね。そうして段々と会社全体に

浸透していくなかで、自分は「金属化粧師」として、世の中に何を提供していくことができるのか、

と仕事に対する姿勢が変わっていきました。こうした中、「自分たちの技術を見える化できない

か」という想いで立ち上げたのが、自社ブランドの「MAKO」（商標登録第5624052号）です。
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【画像出典】中小企業のためのデザイン経営ハンドブック2（特許庁）

https://www.jpo.go.jp/introduction/soshiki/design_keiei/chusho_2.html
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【画像出典】中小企業のためのデザイン経営ハンドブック2（特許庁）

https://www.jpo.go.jp/introduction/soshiki/design_keiei/chusho_2.html


59
【出典】MAKO DESIGN STOREトップページ

https://www.mako-metal.com/


自分たちのつくったものが「見える」ことで、
社員の意識が変わっていった。

• 下請けのスタイルで長くやっていると、自分から何か動くということはなく、ただお客さまからFAXで
注文が入ってくるのを待つという姿勢が当たり前になってしまうものです。・・・せっかく自分たちの
技術に期待して発注いただいているのに、仕事の依頼の背景に「信頼」や「実績」というものがあると
いうことを意識できていなかったのです。

• でもそれは、「自分達の技術や送り出した商品が世の中にとってどういう意味があるのか」ということ
が見えていなかったからでした。実際私たちの製品が有名な企業や建築に採用されるようになってから
は、東京に遊びに行ってオシャレな建物に入ってみたら、自分たちが“化粧”を施した金属板が誇らしげ
に輝いていたりする。そういう体験をするようになって、「どうしたらお客さまはもっと喜んでくれる
だろうか」「もっと価値を高めるためには、どうしたらいいだろうか」という発想が、自然とできるよ
うになってきたと思います。社員にやる気や自発性が出てきたことで、離職も明らかに減っていきまし
たし、ものづくりにもいい影響が生まれるようになりましたね。これまでの限られたエリア、業界とい
う思い込みを破り、海外にまで目を向けられるようになった今、思うのは社員と向き合い、自分たちの
存在意義を共に考えるところから新たな挑戦が始まっていたということです。一度結果がついてくると、
その後は次々と目標が見えてきます。これから変革をめざす皆さんにも、この「ひと破り」を越えてほ
しいですね。
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【画像出典】中小企業のためのデザイン経営ハンドブック2（特許庁）

https://www.jpo.go.jp/introduction/soshiki/design_keiei/chusho_2.html
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【出典】東洋ステンレス研磨工業株式会社HPの経営理念ページ

https://www.toyo-kenma.co.jp/vision
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【画像出典】中小企業のためのデザイン経営ハンドブック2（特許庁）

https://www.jpo.go.jp/introduction/soshiki/design_keiei/chusho_2.html
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【出典】中小企業のためのデザイン経営ハンドブック2（特許庁）

デザイン経営の効果

https://www.jpo.go.jp/introduction/soshiki/design_keiei/chusho_2.html
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「無形資産」の活用・・・
結局、何から始めるのが
よいだろうか…？



65【画像出典】中小企業のためのデザイン経営ハンドブック2（特許庁）

経営デザインシートの作成

https://www.jpo.go.jp/introduction/soshiki/design_keiei/chusho_2.html
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【出典】知財経営への招待～知財・無形資産の投資・活用ガイドブック～（特許庁）

https://www.jpo.go.jp/support/example/chizai-mukei-toushi-katsuyou-guide/
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【出典】経営デザインシートの活用例（株式会社ＪＩＮＳ）

https://www.kantei.go.jp/jp/singi/titeki2/keiei_design/index.html


68【画像出典】中小企業のためのデザイン経営ハンドブック2（特許庁）

ノウハウを含む営業秘密の整理等

https://www.jpo.go.jp/introduction/soshiki/design_keiei/chusho_2.html


69【出典】知っておきたい営業秘密

https://www.meti.go.jp/policy/economy/chizai/chiteki/pdf/shitteokitai_eigyohimitsu.pdf


70【出典】知っておきたい営業秘密

https://www.meti.go.jp/policy/economy/chizai/chiteki/pdf/shitteokitai_eigyohimitsu.pdf


71【出典】知っておきたい営業秘密

https://www.meti.go.jp/policy/economy/chizai/chiteki/pdf/shitteokitai_eigyohimitsu.pdf
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【出典】営業秘密の保護・活用について（経済産業省）

https://www.meti.go.jp/policy/economy/chizai/chiteki/pdf/1706tradesec.pdf
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【出典】営業秘密の保護・活用について（経済産業省）

https://www.meti.go.jp/policy/economy/chizai/chiteki/pdf/1706tradesec.pdf
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【出典】不正競争防止法テキスト（経済産業省）

https://www.meti.go.jp/policy/economy/chizai/chiteki/index.html
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【出典】不正競争防止法テキスト（経済産業省）

https://www.meti.go.jp/policy/economy/chizai/chiteki/index.html


まとめ

• 「無形資産」の活用において、「デザイン経営」の考え方が参考になる
（正解と言えるようなものはない）

• 「デザイン経営」とは、徹底して「人間（創業者・社員・顧客等）」に向
き合い、企業の持続力を高める経営

• 迷ったら、自社の「人間」と向き合うことからはじめてみては…？

76
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4. 知財・無形資産活用で困った時には？



78
【出典】INPIT 長崎県知財総合支援窓口 トップぺージ

https://chizai-portal.inpit.go.jp/madoguchi/nagasaki/


事務所HP

ご清聴ありがとうございました
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